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質 疑 個別事項（不妊治療）について 

  

 

 それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問等がございましたら、よろしく

お願いいたします。 

  

 

 長島委員、お手が挙がっております。 

  

 

 はい、長島委員、お願いいたします。 

  

 

 はい、ありがとうございます。68ページの論点についてコメントします。 

 

 

 

 まず１つ目の論点です。本日の参考資料等も拝見しますと、不妊治療を保険適用

したことに対して、概ね肯定的な受け止め方をしていただいているものと感じてお

ります。 
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 今後は、論点の２つ目にあるとおり、技術的な部分については、最新のエビデン

ス等を踏まえ、医療技術評価分科会でしっかりと議論していく必要があると思いま

す。 

 

 最後の論点である胚凍結保存管理料につきましては、23ページにも掲載されてい

るとおり、複数の胚が相当数保存されていることがわかります。 

 

  
 

 もっとも、診療報酬上の評価は、凍結保存の開始日から起算して３年を限度とさ

れておりますので、次回改定に向けて３年が経過したあとの取扱いを、エビデンス

などを踏まえた上で検討する必要があると考えます。 
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 また、今回の論点には含まれておりませんが、15ページの一般不妊治療管理料に

ついては、その施設基準である「不妊症の患者に係る診療を年間 20例以上実施」し

ていることという基準が地域によっては満たすことができず、 

 

その結果、不妊治療を保険診療で実施できない状況もあることが「参考資料１」

の学会意見にも示されております。 

 

 

 

 一般不妊治療管理料は、その届出がなければ人工授精も保険診療で実施すること

もできなくなるなど、ほかにも影響しますので、この 20例の扱いについては、患者

さんの安全性などにも配慮した上で見直すことを検討してはいかがかと考えます。

私からは以上です。 

 

 

 ありがとうございました。それでは、ほかに、どなたかご意見ございますでしょ

うか。 
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 松本委員、お手が挙がっております。 

  

 

 はい。それでは松本委員、お願いいたします。 

  

  

 はい、ありがとうございます。それでは、68ページの論点に沿ってコメントいた

します。 

 

 

 

 １点目の保険導入による影響についてでございますが、当初はどのような広がり

を見せるのか、非常に読めないところがございましたけども、  

  

 13ページ以降のスライドを拝見しますと、算定回数もそれなりにあり、補助金か

らもおおむね円滑に移行できたという印象を抱きました。 

 

 健保組合の影響も相当程度ありますので、令和４年の改定の附帯意見にもありま

すように、引き続き保険適用の影響を検証し、課題があれば適切に対応すべきもの

と考えております。 
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 続きまして、年齢と回数の要件についてでございますが、45 ページから 48 ペー

ジのデータを見ましたところ、保険適用の議論で用いたデータと直近のデータで、

分娩時などに明らかな変化が見られないということでございましたので、 

  

 現段階では見直す必要は必ずしもないというふうには考えますけども、 

  

 

  

 「総─１」の参考資料にございますとおり、非常に、そういった回数・年齢制限

についてですね、ご希望も多いこともありますので、この辺は十分にデータをです

ね、今後とも注視していく必要があるかというふうに思っております。 

  

 続きまして、論点の最後にございます胚凍結保存管理料についてでございますが、

保存期間が３年を超えても技術的に差し支えがないということであれば、算定期間

を延長する方向で検討いただくことは結構かというふうに考えます。 
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 最後に、論点にはございませんが、資料にございます情報提供についてコメント

したいと思います。 

  

  

  

 資料の 56 ページで紹介されております必須項目の充実。これは患者にとっては

非常に重要であり、望ましい方向でありますので、ぜひ進めていただきたいという

ふうに考えております。 

 

 ただ、治療成績につきましては、患者に誤解を与えないように慎重な対応が必要

ということは十分理解いたしますが、 

  

 どのような方法であれば情報公開できるのか、引き続き詳細な検討を進めていた

だきたいというふうに考えます。私からは以上でございます。 

 

 

 ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。 
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 佐保委員、お手が挙がっております。 

 

 

 そうですね。佐保委員、お願いいたします。 

  

 

 はい、ありがとうございます。保険適用により不妊治療のハードルが下がり希望

する人が治療を受けやすくなったと考えております。 

 

 

 

 しかし、参考資料２の当事者アンケート、資料７ページ、「保険適用によって良く

なった」と感じることでは、 
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 「医療機関が選びやすくなった」「地域間による治療の格差がなくなった」と回答

した割合が低く、 

  

  

 

 同資料 13ページの「保険適用になって悪くなったと感じること」では、 

  

 「保険適用の範囲がわかりづらい」「治療の選択肢が狭まった」と回答した割合が

高いとなっております。 

  

 こうした当事者の受け止めを踏まえ、患者にとってわかりやすく選択しやすくな

るよう、医療機関の情報明示に加えて、治療の保険適用範囲などについても情報提

供のあり方を工夫することが重要です。 

 

 また、経済力や地域によってアクセスに差が出ず、患者の希望に沿って可能な限

り治療法が選択できる保険適用の仕組み、診療体制にすることも必要と考えます。 
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 さらに、不妊治療において、患者の心理的ストレスの配慮やメンタルケアに係る

体制が重要と考えますが、 

  

  

  

 「総－１」の 92ページには、相談支援の実績が記載されておりますが、不妊専門

相談センター事業を行っている自治体は 86。不妊症・不育症支援ネットワーク事業

は 17のみという状況です。 

 

 一層の相談支援の体制強化をお願いしたいと考えます。私からは以上です。 

 

 

 ありがとうございました。鳥潟委員、お手が挙がっております。お願いいたしま

す。 
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 はい、ありがとうございます。不妊治療につきましては、お子さんを希望される

ご夫婦、もしくはパートナーの方に対して、やっぱり正確な情報をきちんと提供し

ていただきたいというふうに考えております。 

 

  

 

 正確な認識のもと治療の理由を判断できるよう、56ページの治療実績や安全性に

係るデータの追加については、できる限り早期に実現していただきたいというふう

に思います。 

 

 また、胚凍結保存管理料の算定できる保存期間に関しましては、医学的見地に基

づいて延長されるということに関しては賛成でございます。よろしくお願いいたし

ます。以上です。 

  

 

 ありがとうございます。はい。ありがとうございました。ほかにご意見、ご質問

ございますでしょうか。はい。飯塚委員、お願いします。 
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 はい、ありがとうございます。まず事務局に１点、最初に確認なんですけれども。 

  

  

  

 15 ページの資料に届出の医療機関数というのがありまして、一般不妊治療が

2,059。 

 

  

 

それから、生殖補助医療管理料の届けに関しては、411と 
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209とありますが、こちらの施設全てが、 

 

 

 

今度は 53ページの情報提供に関して伺いたいんですけれども、この 53ページの

情報提供に関して、情報の提供を、提出を求められていると、そういう理解で、 

まずよろしいですか？ 

  

 

 事務局でございます。 
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